
 

 

令和５年度 授業改善推進プラン全体計画           小平市立小平第十二小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本校の授業改善に向けた視点＞ 

指導内容・指導方法の

工夫 
○分かる授業、学びが楽し

い授業を実践する。 

○指導計画、評価規準、週

案に沿った計画的な授

業を行う。 

○算数の習熟度別指導を

はじめ、個に応じた指導

の充実を図る。 

○学習ボランティアを積

極的に活用する。 

○特別支援教育の視点に

たった学習環境を整備

する。 

教育課程編成上の工

夫 
○水曜日に午前５時間授

業を行い、時数の確保を

図る。 

○十二小タイムや朝学タ

イムを活用した算数科

をはじめとする基礎・基

本の徹底を行う。 

○読書マラソンや保護

者・教員による読み聞か

せを通して読書の習慣

化を図る。 

 

校内における研究や

研修の工夫 
○自己申告、授業参観によ

る授業改善の推進を行

う。 

○校内研究で研究授業を

行い、指導の改善や授業

力の向上に努める。 

○小平市教科等研究会へ

の積極的な参加を行う。 

〇校内 OJT を定期的に行

い、自己の課題克服をす

る。 

 

評価活動の工夫 

 
○ＰＤＣＡサイクルによ

る指導と評価の一体化

の考えのもと、指導のね

らいの達成と学習内容

の定着強化を図る。 

○年間指導計画に基づい

た評価規準の作成をす

る。 

○児童・保護者・地域の声

を取り入れた学校評価

アンケートを実施する。 

○評価委員会を中心とし

評価規準に関する共通

理解を図る。 

家庭や地域社会との

連携の工夫 
○学校ホームページを中

心に児童の成長や教師

の指導を発信し、家庭地

域の協力･連携を強化す

る。 

○十二小家庭学習強化週

間を推進する。 

○コミュニティ・スクール

の学力向上プロジェク

トチームや体力向上プ

ロジェクトチームと連

携した活動を行う。 

 

○教育基本法 

○学習指導要領 

○東京都教育目標 

○小平市教育振興基本計画 

学校教育目標 

○明るく元気でたくましい子 

○よく考えすすんで実行する子 

○たがいになかよくする子 

○学校、地域の実態 

○保護者の期待や願い 

○地域の期待や願い 

○期待される児童像 

学校経営方針 「子どもも、大人も、みんなの笑顔があふれる学校」 

○子どもが夢を描き、心弾ませて通う学校  ○教職員が働く喜びを実感し、誇りをもてる学校 

〇保護者が安心し、信頼を寄せて子どもを通わせる学校 

各教科の指導の重点 

○基礎的基本的内容を確実に

身に付ける指導を行う。 

○評価規準とねらい、指導法の

工夫、改善をする。 

○学習のねらいを明確にもっ

た学習指導を毎時間行う。 

総合的な学習の指導の重点 

○環境・福祉・国際理解・

キャリアを重点に体験的

な活動を通して学び、心

豊かな人間性を育てる。 

○学び方やものの考え方を

育て、地域社会の一員と

しての誇りや自覚をもた

せる。 

道徳教育の指導の重点 

○道徳全体計画を基に道徳

的心情を養い、判断力・実

践力を高め社会性や人間

としての生き方を学ぶ指

導を行う。 

特別活動の指導の重点 

○意図的、計画的な指導のも

と望ましい人間関係の中

で、自主的に活動する実践

的態度や問題を解決する

態度を育てる。 

○異年齢集団の中で、主体的

に活動する態度を育てる。 

キャリア教育の重点 

○みんなのために働くことの意義を理解し、自分の役

割を主体的に果たそうとする態度を育成する。 

○ 挨拶や礼儀を身に付け、人や社会と適切に関わる

ことができるようにする。 

○「こだいら小・中連携教育」及び小平第五中学校区

の小・中連携教育の取組を推進する。 

生活指導の重点 

○一人一人の児童理解をもとに、家庭・関係機関と

の連携、地域の協力を得て、児童の人権が尊重さ

れ、安全で生き生きと生活する学校、学級作りを

進める。 

○ふれあい月間の取組や生活指導全体会を通してい

じめの未然防止に努める。 

本校における「確かな学力」 

 学習指導要領に示された基礎･基本の確実な定着

を図ることが確かな学力の育成である。 

 学力は知識や技能の習得にとどまらず、思考力、

判断力、表現力の活用を含むもので、学びに向かう

力(人間性)を根本に置いた総体的な力が確かな学力

である。学ぶ意欲を喚起し、自ら考え、学ぶ子ども

を育てることが確かな学力の向上を図ることにな

る。以下の力の育成に重点を置く。 

○知識・理解だけではなく自ら学び考える力 

① 思考力    ② 判断力   

③ 表現力    ④ 課題発見能力 

⑤ 問題解決力  ⑥ 学び方   

⑦ 学びに向かう力(人間性) ⑧ 知識・技能 


